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写真家田中克佳の
「表紙のひとこと」
「ブラジル北東部、バイーア地方に広が
るサトウキビ農園。収穫前におこなう焼
き畑のため、伐採をする農民は煤だらけ
となっていく。灼熱の太陽の下、長時間
労働に従事する季節労働者たちは、厳し
い労働条件に直面している。」

（65 年生まれ、早稲田大卒、博報堂入社。93
年に退社後渡米し、独立。ニューヨーク在住。
www.katsutanaka.com）

　1908 年に始まった日本移
民の多くはコーヒー農園の労
働者として送り込まれたが、
旧イグアッペ植民地 ( 現レジ
ストロを含む ) は 1913 年に
最初から殖民を目的として造
成され、入植者は 25 ヘクター
ルの自営農として入植し、当地方の中心都市レジ
ストロ市 ( 人口 5.7 万人 ) の基盤を築きあげた。
　サンパウロ市から国道116号線を南に向かい
海岸山脈を一気に下り185キロ地点のリベイラ川
のほとり、遠くに初期移民たちに親しまれた最高
峰（標高442ｍ）のリベイラ富士が望める町がレ
ジストロ市である。ケッペンの気候区分では Af、
市役所は海抜 15m の地点にあり、年間降雨量
1500 ミリ、平均気温 21 度、平均湿度 73％で
ある。日系家族数は 1,200 家族あまりでその多
くは市街地に住んでおり、農業に従事している家
族は年々減少傾向にある。
　日系社会の中核としてレジストロ日伯文化協会
の存在は市にとっても大きく、日本文化継承と
普及に努めているが、特に今年 63 回目を迎える
11 月 2 日の灯篭流し、6 月の寿司祭り、等は観
光資源として大きな役割を果している。
　近年レジストロ市は近隣の市と共同で観光開発
に力を入れ始めた。海に向って車で１時間少々の
ところには歴史の町、イグアッペ、カナネイアが
あり、夏ともなれば海水浴客で賑わう。他方山岳
地帯には鍾乳洞、あるいはキロンボ ( 逃亡奴隷の
集落 ) が数多くあり、さらにはユネ
スコ世界遺産に登録された自然と資
源は豊かである。また、レジストロ
には初期移民の建てた第二期住宅も
散在していて、これらはブラジル歴
史美術遺産に登録されている。
　地方の中心都市としての金融・行
政機関もそろっているのもレジスト
ロの特徴といえる。市は福祉厚生・
教育にも熱心で、総合病院（建設中）
を始め市民の健康管理には特に力を入れている。
教育面では州立大学１校、私立大１校、このほか
国立の高等職業専門校、現在建設中のものに商業
高校、工業高校がある。また、州警兵第 14 大隊
の駐屯地であり治安は安定している。
　長い間、サンパウロ州のアマゾンなどといわれ
続けてきたレジストロではあるが今日に至り将来
が楽しみな町である。

福澤一興
（レジストロ日伯文化協会会長）
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　1989 年以降のブラジル現代史を振り返ると、今日ほど、

そして来る 2018 年の総選挙ほど、ブラジル政治が刷新に

近づいていると、感じ得る時はないように思われる。

　伝統的な政治スタイルへの拒絶に加え、景気後退の相乗

効果もあり、2018 年 10 月の総選挙では、州知事や連邦

議員の大幅な世代交替が起きるだろう。伝統的政治への拒

絶反応はいわゆるラバジャット（註：語彙は高速洗車機。

石油スタンドを使った資金洗浄容疑捜査から始まったため

このネーミングとなった）捜査によってもたらされた。こ

の捜査は、連邦の検察、警察、司法の手によって進められ

てきたものである。

　3 月 17 日で、ラバジャットは満三年を迎えた。この時

点までに、およそ以下のような成果が上がっている。

　調査済み賄賂総額 41 億レアル、ブラジル最大のゼネコ

ン・オーデブレヒト社が認めた贈賄額 19 億レアル、公金

横領特定額 100 億レアル、容疑者の資産凍結額 32 億レ

アル、関与企業支払い罰金総額 71 億レアル。

　ラバジャット捜査の解明によって、政治家のほぼ一世代

が直接・間接に汚職に関わっていることが明らかにされつ

つある。当人たちはいずれも「潔白だ」と主張しているが、

最終的に断を下すのは司法である。

　テメル大統領も 2014 年の総選挙において不正資金の恩

恵を受けたとされている。カルドーゾ元大統領の党である

社会民主党 (PSDB) の三人の大物、アエシオ・ネーヴェ

ス（元ミナス州知事）、ジェラルド・アルキミン（サンパ

ウロ州知事）、ジョゼ・セーハ（前外務大臣）の氏名もリ

ストに上る。労働者党 (PT) の多数の幹部や同党の最も重

要な歴史的リーダーであるルーラ元大統領もラバジャット

捜査関連で告発されている。

　こうした政治混迷にダメ押しをするように、ブラジルは

過去 2 年間、史上最悪の景気後退に見舞われた。GDP 成

長率は、2015 年が－ 3.8%、16 年は－ 3.6% であった。

内戦があったわけでもなく、特別な国外要因があったわけ

でもない。この惨事は、近年の政権が採用した政策の結果

である。

　GDP の落ち込みに人口増を勘案すれば、ブラジル国民

一人当たりの所得は、この二年間で 9% も縮小したこと

になる。

　この結果が、政権の極めて低い支持率となっている。い

ずれの世論調査でも、テメル政権の支持率は 10% ～ 15%

を示している。

　このような落胆させられる現況だが、このことから二つ

のことが見えてくる。

　第一は、大統領にせよ国会にせよ、もはや失うものが何

もない、ということである。今年 2017 年には、社会保障

改革と労働法改革が成立する可能性がある。今回の危機の

最もポジティブなレガシーとなろう。

　第二は、可能性が若干低くなるが、本稿の冒頭で述べた

政治の刷新の可能性だ。

　全国で 5000 超に上る 2016 年の市長選挙で示された

メッセージは極めてはっきりしていた。三大都市の市長、

すなわちサンパウロのジョアン・ドリア、リオのマルセロ・

クリヴェーラ、ベロオリゾンテのアレシャンドレ・カリル

市長は、いずれも伝統的な政治に抗する演説を行っている。

このことは、ブラジルの有権者たちが主要政党にどのよう

な解決策を求めているかを物語っている。

　ブラジルで、過去このような現象が生じた最後の事例は、

フェルナンド・コロル大統領が選出された 1989 年の選挙

であった。もっともコロル大統領の場合は、経験不足に加

え支持政党が小党であったこともあり、1992 年、罷免請

求運動で辞任に追い込まれた。

　歴史が完全に繰り返すとは言い難いが、ブラジル政治の

気中には少なくとも刷新のにおいがはっきりと漂い始めた

のは確かである。

（編集部註：フェルナンド・ロドリゲス記者は現在 53 歳。フォーリャ・
デ・サンパウロ紙では、ニューヨーク、ワシントンのほか東京でも
支局長として活躍した。1996 年からブラジリアに在住し、政治・経
済専門ジャーナリストとしてメディア界では一目置かれる有力言論
人である。）

ラバジャットの先に
　 ブラジル刷新の機会

ブラジル・ナウ

フェルナンド・ロドリゲス
（Poder360 編集長、

元フォーリャ・デ・サンパウロ紙
東京支局長）
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2017年の穀物収穫予想

　今年 2017 年の穀物収穫予想は、前

年比 19% 増の 2 億 2 千 290 万トンと

新記録を更新することになるだろう。

昨年 2016 年は、エルニーニョ現象が

原因で中西部や東北部が旱魃にやら

れ、収穫が減少してしまったのが、現

実だった。

　こうした昨年度のネガティブ要因が

あったにもかかわらず、今年の収穫量

はブラジル史上で最大のものになるだ

ろう。というよりも、毎年のように、

その年の収穫量は前年よりも上回るこ

とになる、というのが一つの経験則で

あった。その経験則を裏付けた最大の

ファクターが、研究機関や公立・私立

大学において開発された新しい農業技

術が農地に適用されてきた、という事

実だ。その研究とは、悪条件の土地で

も適応できる品種の改良・開発であり、

そのおかげで荒地や牧草地が農業生産

地に転換されてきている。さらには、

肥料や農薬の質的改良もあるし、より

近代的な環境配慮型の農耕ノウハウの

適用も指摘することができる。こうし

た農業革新の結果が数字としてはっき

り表れてきている。1990 年から今日

までの間、植付面積の増加率は 58%

であったが、穀物生産量は 285% も

増えている。新しく研究開発された農

業技術のおかげで、単位面積当たりの

生産性は 143% も向上している。見

方をかえれば、この生産性向上のおか

げで、8 千 6 百万ヘクタールものセラー

ドや熱帯雨林を保全することが出来た

のだ。この保全された面積は、現在の

植付面積 6 千万ヘクタールよりもはる

かに広いのだ。従って、ブラジルにお

いて開発され実施されてきた熱帯農法

は、まさに持続可能農業といえるのだ。

生産性向上と牧草地の減少

　こうした生産性向上が具現化されて

いるのは、穀物分野ばかりではない。

動物性タンパクの生産量も同じような

成長率を挙げている。1990 年と昨年

の生産量を比較すると、鶏肉生産増加

率は 477%、豚肉生産増加率 253%、

牛肉増加率 85% となっている。

　この生産増と同時進行したのが、牧

草地面積の減少であった。1990 年度

の牧草地面積は 1 億 8 千 7 百万ヘク

タールで牛肉生産量は 500 万トンで

あったが、今日の牧草地面積 1 億 6 千

8 百万ヘクタールで牛肉生産量は 950

万トンである。

　サトウキビについても同様のことが

いえる。生産性向上によって 6 百万ヘ

クタール以上の面積にあたる森林が保

存されたことになり、しかも、サトウ

キビからは砂糖のほかエタノールも製

造されるが、燃料としての CO2 排出

量は石油の 11% に過ぎず、この面か

らも気候変動負荷の軽減に貢献してい

る。さらには、フルーツ類、コーヒー、

有機農産品、花卉、植林についても生

産性が伸びてきている。すなわち、既

に植林された面積は 7 百万ヘクタール

を超え、あと 5 年か 7 年もすれば、こ

の植林面積は 1 千万ヘクタールに達す

る見込みである。

ブラジルにおける農地面積

　ここで読者の方々に再確認しておき

たいのが、ブラジル国土の総面積は 8

億 5 千百万ヘクタールであって、その

うち農地面積は 8 千 4 百万ヘクタール

でしかない、すなわち、全国土面積の

10% 以下なのだ、という事実である。

また、国土の 20% が牧草地となって

いるが、この面積は年々減少中で、牧

草地が大豆やサトウキビの農地ないし

（セルローズ・製紙向けの）ユーカリ

植林地に転換されている。

　さらに驚くべきことに、依然として

ブラジル全土の約 61% が森林地帯で

あり、その大部分は原生林なのだ。

　こうした数字が積み重なった結果と

して、ブラジルは、砂糖、コーヒー、

オレンジジュース、鶏肉、大豆（豆＆

加工品）、タバコでは世界 No.1 の輸

出国となっており、世界第二位として

は牛肉やトウモロコシ、世界第四位で

は豚肉、さらには綿花や花卉類などを

あげることができる。一言でいえば、

ブラジルは農産品輸出大国である。

低炭素アグリビジネスの重要性

　ブラジル経済の重要セクターとなっ

ているアグリビジネス部門は、GDP

の 22％を占め、雇用全体の 25％もの

雇用を創出している。（ブラジルは現

在、経済不況で苦しんでいるが、唯一

雇用面でマイナス成長になっていない

のが農業部門だ）。さらに、昨年 2016

年度の輸出全体に占める農業部門の割

合は 46% であった。また農業部門の

貿易黒字額は 713 億ドルであり、ブ

ラジル全体の貿易黒字額の 150% で

あった。ここで過去の数値を振り返る

ならば、2000 年の輸出額は 200 億ド

ルであったが、昨年 2016 年の輸出額

は 850 億ドルであったから、312% も

増加したことになる。またもう一点興

味深い事実を指摘するならば、同期間

（2000 年～ 2016 年）の輸出相手国別

の増加率をチェックすると、新興諸国

向けの輸出が 783% も増えたのに対

し、米国や EU 諸

国 向 け の 輸 出 は

87% 増 加 し た に

過ぎなかった。

　 持 続 可 能 な 成

長 を 目 指 し て い

る の は、 農 業 部

門 も 同 様 で あ る

が、ABC( 低炭素

農業 ) プランに基

づく諸プログラム

により、温室効果

ガス排出量を減少

していくことになる。これは 2015 年

12 月パリで合意し、昨年 2016 年末

マラケシュにて批准された国際協定を

順守するものであり、ブラジルはベー

スとなる2005年の排出量と比較して、

2025 年には CO2 排出量を 37% 減ら

すことを約束した。

　OECD/FAO( 経済協力開発機構 /

国連食糧農業機関 ) が最近発表した世

界食糧需要見込み調査でも明らかで

あるが、食糧供給量が今後 10 年間に

20% 増加しなければ、世界の食糧安全

保障は確保されないことになる。この

目標を達成するためには、ブラジルは

食糧生産を 40% 増加する必要があり、

この 40% という数値は全世界に必要

な平均食糧生産増加率の 2 倍である。

増産目標達成に向けて

　このチャレンジはブラジルにとって

は法外ともいえるほどの高い目標値で

あるが、次の三大プラス要因のおかげ

で達成できる可能性は高い。すなわち、

①持続可能な熱帯農業技術、②可耕余

地のある土地、③農業バリューチェー

ンのどんな分野にも有能な人材がいる

こと、の三点だ。

　しかしながら、こうした目標を達成

するためには、物流、インフラ、農業

所得政策、新しい市場を開拓し農産品

の付加価値を向上するアグレッシブな

通商政策、といった分野における、政

府による戦略的な諸政策が実行されね

ばならず、それと並行して時代遅れの

労働法や環境関連法の近代化も必要不

可欠である。それら全ては行政府や国

会の仕事であるが、ブラジルという国

が数年のうちに食糧安保における世界

チャンピオンになるだろうとの期待感

が高まっているのだ。飢餓がなくなっ

てこそ、初めて平和が成立するのであ

るから、食糧安全保障のリーダーにな

るということは、すなわち、世界平和

のリーダーになることをも意味するの

だ。

（編集部註：第一期ルーラ政権（2003 年～
2006 年）で農務大臣を務めたロベルト・ロ
ドリゲス氏は、父親もサンパウロ州農務局長
を務めたという、筋金入りの農政学者ファミ
リー出身である。サンパウロ州立大学教授を
経て、現在はジェツリオ・ヴァルガス経営
大学アグリビジネスセンター・コーディネー
ター、サンパウロ大学先進研究所客員研究員
として活躍中だ。）

ロベルト・ロドリゲス
（FAO 特別大使、元農務大臣）
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セラード農業開発による
インパクトと課題

●特集● 奮戦する農業

はじめに

　セラード地帯における農業開発は、
1970 年代後半から開始された「日伯
セラード農業開発事業（PRODECER）」
が契機となって大規模に進められるよう
になった。20世紀最後の20余年（1979
～ 2001 年）にわたって日伯両国によっ
て実施された同事業は 21 世紀を迎えて
終了したが、セラード地帯では現在でも
農業開発が進められておりブラジル経済
の中核をなすアグリビジネス産業の発展
を支えている。
　ブラジル環境再生可能天然資源省

（IBAMA）は、過去 40 年余りにおけ
るセラード地帯での農地開墾面積を約
2,000 万ヘクタールと推計している
(2010)。これは日本の国土面積の半分
以上に相当する開発規模である。このよ
うに短期間で大規模農業開発を実現した
主因の一つが、セラード農業開発におい
て優先的な作物として導入されたダイズ
である。ダイズは、その顕著な生産拡大
よって、セラード地帯における農業生産
のポテンシャルを証明すると共に、ダイ
ズの有する付加価値形成力がセラード開
発の規模を増幅させ、速度を早めたので
ある。
　本稿では、ブラジルのアグリビジネス
部門の輸出動向と同部門におけるダイズ
及びその加工製品の経済的なインパクト
について、セラード地帯におけるダイズ
生産の推移とともに数値で確認しながら
明らかにする。また、アグリビジネス製
品の生産を支えるセラード地帯の農業開
発と今後の課題について検討する。

ダイズが支える
ブラジルのアグリビジネス

　表 1 に示すように、2015 年のブラ

ジルにおけるアグリビジネス産品の輸出
額は 882 億ドルに達し全輸出額の 46%
を占めている。アグリビジネス産品のう
ち最大の輸出品目はダイズ製品（ダイズ
粒、ダイズ油、ダイズ粕）であり輸出額
は約 280 億ドルである。これはアグリ
ビジネス産品総輸出額の 32%、ブラジ
ルにおける全輸出額の 15%（2015 年）
に相当する。ダイズ製品に次ぐ輸出品目
は 2000 年前半まで木材とその加工製
品であったが、2000 年代中半からは鶏
肉、豚肉、牛肉の食肉が占めるようになっ
た。食肉のうち鶏肉（ブロイラー）が最
大の輸出産品であり食肉全体の約半分の
輸出額となっている（AgroStat Brasil 
com dados Secex/MDIC、2016）。
　ダイズ ( 粒 ) の生産が増大すると当然
ながらその加工品であるダイズ油の生産
と輸出も拡大することになる。同時にダ
イズ油の副産物であるダイズ粕の生産と
輸出も増大する。このダイズ粕は、家畜
向け配合飼料の貴重な原料となるため鶏
肉、豚肉など畜産物の生産と輸出の拡大
に結びつくことになる。
 

セラード地帯が主導する
ダイズ生産とアグリビジネス

　ブラジルにおける 1970 年代の年平
均ダイズ生産量は約 500 万トン程度で

あった。そのうちの 90％は非セラード
地帯である Parana 州と Rio Grande 
do Sul 州を中心とする南部地域が占め
ていた。同時期におけるセラード地帯の
ダイズ生産量は、年平均 45 万トン程度
にすぎなかった。しかし、セラード地帯
での農業開発が進んだ 1990 年以降は、
図 1 に示すようにセラード地帯でのダ
イズ生産が非セラード地帯の生産量を上
回るようになり、現在は 70% 以上がセ
ラード地帯での生産である。
　2015 年におけるブラジルのダイズ生
産量は１億トンに達し、過去最高を記録
した。もし、セラード農業開発がおこな
われていなければ、ブラジルのダイズ生
産は非セラード地帯だけの生産に依存
し、現在ほどの生産量はなかったことが
容易に想像できる。また、アグリビジネ
ス製品輸出額の 50％（2015）はダイ
ズ製品と食肉製品によって占められてい
る（表 1）。両製品の生産の起点となっ
ているのは、セラード地帯のダイズ（粒）
であり同地帯での増産がなければ両製品
の生産と輸出は今日ほど拡大しなかった
と考えられる。
　一方、セラード地帯におけるダイズ生
産の成功は、同地帯における他の農産物
の生産拡大を誘発した。家畜用飼料の生
産においてダイズ粕との組み合わせで不
可欠なトウモロコシの生産量は、2008

溝辺哲男
（日本大学生物資源科学部教授）

年まで非セラード地帯がリードしていた
が、2009 年にセラード地帯が生産量を
上回るようになった。2014 年のセラー
ド地帯の生産量は 5,000 万トンに達し、
非セラード地帯の 3,000 万トンを大き
く引き離している。
　また、ブラジルにおける伝統的なア
グリビジネス産品であるコーヒーは、
1990 年代後半からセラード地帯での生
産が盛んとなり、2001 年には同地帯だ
けで 230 万トンの生産量を記録し、非
セラード地帯の約 2 倍の生産となった。
最近 5 年間（2008 ～ 2013 年）のセ
ラード地帯におけるコーヒーの年平均生
産量は 180 万トン台で推移しており、
同時期の非セラード地帯の年平均生産量
120 万トンを上回っている。綿花は国
内総生産量の 98% に相当する 500 万
トンがセラード地帯で生産されており、
非セラード地帯の生産量はわずか 10 万
トンに過ぎない。これら農産物のほか
にもセラード農業開発が本格化するにつ
れて、アグリビジネス製品の産地が非セ
ラード地帯からセラード地帯へと移動し
ている。

環境面から見たセラード農
業開発の課題

　冒頭で述べたようにセラード地帯にお
ける農業開発のスピードには目を見張る
ものがある。IBAMA は、PRODECER
事業が終了した 2001 年の時点で、想
定以上の速さで進むセラード地帯の変化
に対して、以下のような環境面での懸念
を示している。

◇自然植生の破壊による多様な動植物相の
減少と変化

◇大規模かつ急激な自然植生伐採・開墾に
よる地域気象の変化

◇モノカルチャーによる土壌の劣化や病虫
害の発生

◇大量の農薬散布・肥料投入による土壌及
び水質の汚染

◇大規模面積の耕起を起因とした土壌浸食
や表土の流出

◇土壌流失による河川への土砂堆積
◇無秩序な灌漑設備の増大による水資源の

減少・枯渇

◇ 輸 送 回 廊 と し て、
河川を水路として
利用することによ
る生物相への影響

　現在、上述の懸念
は現実の開発課題と
して認識されるよう
になっている。これ
らの懸念事項は、大
規模農業開発に伴う負の側面でもある。
IBAMA は、農業開発に伴うこれら環境
保全上の課題への対応策として、「新森
林法」の制定を通じて臨んでいる。本
郷（2014）は、この新森林法は「永
久 保 護 区（Area de Preservação 
Permanente-APPs）、「 使 用 制 限 区

（Area de Uso Restrito）」、「法定保護
区（Reserva Legal）」を厳格に区別し
て森林保全を図ろうとする画期的な内容
であるほか、「過去の森林伐採地におけ
る原植生回復を義務付ける世界に例のな
い厳しい内容」、「この法律の制定を契機
に農業生産者団体と環境保護団体の対立
に終止符が打たれる」と指摘している。
　今後、新森林法は、セラード地帯にお
ける新規農地開発を厳しく取り締まる方
向に作用することになろう。セラード地
帯において、将来に亘って農業開発を展
開するには、世界一厳格といわれる新森
林法との折り合いを可能にする持続的な
環境保全型農業システムの構築が避けて
は通れない課題である。
　しかし、現在のセラードは、かつての
ように生産農家の圃場レベルだけで環境
保全が実現できるような状況ではない。
セラードで生産されるアグリビジネス産
品の多くが、世界的な価値連鎖システム

（グローバル・バリューチェーン）に組
み込まれており、そこでは川上の生産者、
川中における加工企業、川下の流通関連
企業のほか、種子、肥料、農薬、農業機
械等の農業関連産業まで含めた多様な業
種や業界がセラード開発の原動力となっ
ている実態を認識する必要がある。環境
保全型農業の実現には、生産者だけでは
なく、これら関連企業も含めたバリュー
チェーンの川上から川下に至るまで広域

の相互監視システムの構築が優先課題で
あるといえる。

おわりに

　ブラジルのアグリビジネスを牽引する
セラード地帯は、原料の生産拠点として
だけの地域と見られがちである。しかし
実際には、セラード地帯における農業生
産の増大に連れて、食肉や乳製品など食
品加工企業が加工原料を求めて同地帯に
集積する状況となっている。企業集積に
よって、地域では雇用機会が増加し、企
業が支払う税金を基に生活インフラが整
備されるなど多様な社会インパクトがも
たらされている点にも留意が必要であ
る。
　ところで、今年 3 月に突如として発
覚した鶏肉を中心とするブラジル産食肉
加工処理の不正問題は、対応次第によっ
てセラード地帯が主導するアグリビジネ
ス産品の生産と輸出に多大な影響を与え
る恐れがある。今後、セラード農業開発
の持続性と競争力強化に向けては、前述
した環境保全型農業への対応と共に、競
争力の源泉ともいえる品質面での信頼確
保が求められる。このためには、厳格な
衛生規準や制度の下で、農と食の安全性
が担保されたセラード・ブランド構築へ
の取り組みも重要な課題である。

参考文献
○ AGROANUAL,2016,ANUARIO DA AGRICULTURA 

BRASILEIRA, informa economics/FNP,2016
○ AgroStat Brasil com dados Secex/MDIC,2016
○国際協力機構「日伯セラード農業開発事業合同評価調査 総

合報告書」,JICA,2002
○溝辺哲男「ブラジル・セラード農業開発と環境保

全」,BIOCITY,66 号 ,2016
○本郷  豊「日伯セラード農業開発事業の特徴とその評価」,『開

発学研究』,2015 年第 26 号第 2 号
本稿ではセラード地帯が分布する Minas Gerais、Goias、Mato Grosso、Mato Grosso do Sul、Maranhão、Bahia、
Cearã、Piauí、Tocantins、Rondônia、Pará」の各州と Distrito Federal（連邦特別区）をセラード地帯として捉え，これら
州や地域の農業統計データを使用した。ブラジル連邦政府直轄の「セラード農牧研究センター（CPAC）」でも同様にこれらの州
をセラード地帯として取り扱っている。
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最近のブラジルについて～
希望もあれば期待もあり
経済指標をいくつか

　2 月末、セーハ外務大臣が健康理由で
辞任したが、この例をみるまでもなく最
近のブラジル政治は、なんとも動きが激
しい。経済関連のデータをいくつか垣間
見ると、GDP 成長率は二年連続マイナ
ス（2015年▲3.8%、2016年▲3.5%）、
工業生産もマイナス（2015 年▲ 8.3%、
2016 年▲ 6.6%）、失業率は 12%、と
いった悪い数字ばかりだが、インフレ
は 4.3% に収まっており、輸出も好調

（2 月の輸出額 154 億ドルは前年同月比
22% 増、貿易黒字 45 億ドル）で、経
済は再成長に向けて動き出している。
　テメル政権は、改革パッケージを推進
中だが、政府歳出上限設定（憲法改正案
が国会で可決）に加え、財政改革の目玉
である社会保障改革（老齢年金の受給年
齢を男女一律 65 歳へ）にも果敢に取り
組んでいる。

CDES（経済社会開発諮問委員会）について

　そうしたテメル改革の一角を占めてい
るのが、民間活力を取り込むべく設置さ
れた CDES( 経済社会開発諮問委員会 )
である。私はその委員を拝命したので、
月一回の MTG に参加しているが、この
委員会は政府からの干渉が全くなく、自
由な議論を交わせることが出来る。現在、
ビジネス現場からの改革提言をまとめて
いるところだが、主なところを列記する
と、①税制改革（連邦税やら州税やら複
雑極まりない税金の一本化）、②基礎教
育の改革（大学教育よりも初等教育の改
革、実践型授業への変革、学校における
フリー WiFi 導入など）、③アグリビジネ
ス（農場労働者保険、持続可能な農業開
発、市場拡大への提言、物流インフラへ
の投資など）、④生産性向上（イノベー
ションの奨励、ベンチャーキャピタル支
援、デジタル化促進など）、⑤労使問題
近代化（時代遅れの現行労働法の“近代
化”、採用形態の変更）、⑥社会保障改革、

などだ。いずれも“改善”ではなく“改
革”が必要だとの提言だ。

私が注目している三人の公人

　政府諮問委員になってから、改めて、
ブラジル全般を考える機会が増えたが、

「モラル・倫理のある公人が少なくない」
との思いを深めている。現在、私が注目
している、司法や行政の現場で活躍して
いる三人について語っておきたい。
　その１が、パラナ州の連邦地裁判事セ
ルジオ・モロ氏だ。現在 44 歳だが、周
知の如く、ブラジル史上最悪の疑獄事件
である“ラバジャット”に迅速に対応し
ており、これまで政界財界問わず 175
名が逮捕されている。彼のまっすぐな司
直精神は素晴らしい。
　その２が、現在最高裁判所長官のカル
メン・ルシア氏（62 歳）。彼女とは直接
会う機会があったが、その人柄には感服
している。朝 5 時に起床してから終日
ストイックに仕事に全力集中する仕事人
だが、数ヶ国語に通じた教養が自然と感
じられる人で、ユーモアのセンスも抜群。
そんな彼女の口から、「自分の任期中（1
年半）に司法改革を成し遂げたい」「女
性はもっと活躍すべきだ」と聞いている。
司法のトップとして毅然とした態度を取
り続けている。
　その３が、現サンパウロ市長のジョア
ン・ドリア氏（59 歳）。父親が軍政時
代政治亡命したため、少年時代から働く

ことになった元勤労青
年の企業家・ジャーナ
リストだが、政治家的
発想ではなく、マネジ
メントの視点からサン
パウロの市政に取り組
んでいる。いくつかの
標語に彼の市政方針を
読み取ることが出来る
が、その１が、“Cidade 
Linda( 美しい町 )”。朝
6 時に起きて、自ら箒を

もって町の掃除を展開中だ（落書きを白
く塗りつぶしすぎて、街頭アートの否定
だとのクレームもきたが）。
さらに、公共サービス（例えば公衆衛生）
の迅速化だ。市施設の民営化によるムダ
削減なども。私は、彼とは 10 年前に会っ
たことがあり、かつて Embratur( ブラ
ジル観光庁 ) 総裁としても活躍したが、
クリーンでとにかくよく働く人だ。今の
勢いから、次期（2018 年）大統領候補
へとの声が高まっている。
　それから、私も参加しているグループ”
Mulheres do Brasil( ブラジルの女性た
ち )“について。2013 年に創設された
女性グループで、現在の加盟者数 2,500
名。中産階層の女性ばかりかファヴェー
ラ（スラム）からも代表が参加してお
り、「政党には属さない」、「ブラジル全
体の視点を持つ」、「アンチ男性、ではな
い」といった共通視点から、様々な提言
を行っているグループである。
　いくつかの例をあげてみたが、以上、
要するに、「（いろいろ問題は山積してい
るが、問題を真摯に解決すべく行動して
いる人材も少なくなく）ブラジルは間違
いなくよくなっていく」と確信している。

（編集部註：ブラジルの大手メディアによって
「最も影響力のあるブラジル女性の一人」に何
回も選ばれた青木智栄子氏は、日系社会の枠
を超えて活躍中の著名なビジネスウーマンで
ある。この度（3 月 3 日）、弊協会主催ランチョ
ン講演会において、ブラジル最新事情に関し
て日本語でフランクに語っていただいた。）

青木智栄子
（ブルーツリーホテル社長）

（文責：編集部）

私の国際ビジネス経験、
そしてジャパンハウスの挑戦
ハワイアナス（Havaianas）の
ブランド戦略について

　日本の草履をルーツとするビーチサン
ダルの代表ブランド、Havaianas がブ
ラジル市場に登場したのは 1962 年で
あった。1970年代は市場におけるラン
クは、A・B ランクであったが、1990
年代には C・D ランクへダウン、すなわ
ち、量は売れるが「安かろう悪かろう」
のイメージが固まっていた。このブラン
ド再差別化戦略を立ち上げたのが 1993
年で、私が責任者であったが自分一人で
やった訳ではなく、チーム全員で知恵を
出し合ってブランド戦略を構築したの
だ。まず、ブラジルにおけるアート文化
を再学習したうえで、ブランドのコンセ
プトを、「ブラジル的混淆、文化遺産を
代表する Havaianas」と再定義し、戦
略的に選択した市場は、①豪州、②ブラ
ジル、③米国、④日本、⑤欧州、でこれ
らの市場を集中的に攻めることにした。
　こうした戦略転換の結果、2000 年代
に入って、オーストラリアにおいては
市場シェア 1 位の高級サンダルとして
定着し、米国では 2004 年と 2005 年
のアカデミー賞セレモニー会場にてニコ
ル・キッドマンといったセレブたちに
Havaianas を履いてもらったり、トム・
クルーズと渡辺謙が共演した「ラストサ

ムライ」のなかでも使ってもらったり、
といった“実績”を重ねた。こうした努
力の結果、NY タイムズや Veja 誌など
の有力メディアでも何回も取り上げられ
るようになった。
　こうした経験から、「企業家精神」と
は、reason（理性）＋ sensibility（感性）
＋ emotion（感動）の有機的結合であり、
文化的伝統への敬意があってこそ、はじ
めて真のコミュニケーション力となる、
と考えている。

ジャパンハウス（JH）・
サンパウロについて

　ジャパンハウス・サンパウロの基本コ
ンセプトは、まさに建物の正面にあらわ
れている。
　すなわち、ファサードは日本の檜木を
格子状に組み合わせた「地獄組み」とブ
ラジル（ノルデスチのレシーフェ）の「コ
ボゴー」様式の日伯混合建築様式となっ
ている。
　この建築デザインの責任者は隈研吾氏
で、総合プロデューサーは原研哉氏だ。
JH サンパウロで伝えたい日本文化のコ
ンセプトは、①自然環境への敬意、②教
育（教育や文化に接する機会創出）、③
平和と協力、であり、さらには、マニュ
アル化できない、日本的な「おもてなし

(Hospitality)」である。
　日本文化の三大要素であ
る、①モノ、②ヒト、③ヒ
ストリー、それぞれが有機
的に相互交流する場を設け
たい。（具体的な分野として
は、アート、ミュージック、
研究、物販、展示会、セミ
ナー、ショー、など）、JH
サンパウロの建物は、三階
建てで床面積はトータルで
2,500㎡だ。

例えば、沖縄の芭蕉布プロジェクト。人
間国宝の染織家、平良敏子さん（96 歳）
も賛同していただいており、単なる展示
というよりもブラジルにおいて芭蕉選定

（バナナの品種改良）から芭蕉布を実際
につくる段階まで進める構想が煮詰まっ
ている。
　私自身のビジネス経験も生かして、文
化・教育交流とビジネス交流を活性化す
るための仕組みも考えており、日系企業・
ブラジル企業が参加できるような、スポ
ンサー制度やメンバーシップ制度（法人
会員、個人会員）も立ち上げる。
　JH サンパウロに来ていただきたい人
は、日系に限定しないブラジル人全般、
さらには中南米諸国の国民であり、在ブ
ラジル日系社会が移民一世たちから受け
継いできた「伝統的な日本文化」とは違っ
ているかもしれない「新しい日本文化」
を提示・発信したいと考えている。
　そうした観点から、JH サンパウロを
運営する事務局には、日系にこだわらな
い人選を行った。私、アンジェラ平田は、
事務局長であったが、2 月から館長も兼
任、キューレーターは、サンパウロの「ポ
ルトガル語博物館」やコロンビアの「カ
リブ博物館」、ベルリンの「民俗博物館」
などでキューレーターを歴任してきたマ
ルセロ・ダンタス、そして PR 局長は大
手出版社Abril社などで活躍したネリー・
カイシェッタだ。
　ちなみに、オープニング日程は現在調
整中だが、5 月前半の予定である。

（編集部註：ロンドン、ロサンゼルスよりも先
行して 5 月にオープン予定なのがジャパンハ
ウス・サンパウロだ。その事務局長兼館長と
して奮闘中のアンジェラ平田氏は、日系二世
だが、ブランド戦略・マーケッティングの世
界では国際的に知られたビジネスウーマンで
ある。超過密スケジュールに追われるアンジェ
ラ氏に、今回（2 月 28 日）弊協会主催講演
会においてご自身のビジネス論とジャパンハ
ウスへの思いを語っていただいた。）

アンジェラ平田
（ジャパンハウス・

サンパウロ館長兼事務局長）
（文責：編集部）
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日農グループ
世界No.1市場ブラジルへの挑戦
　弊社の母体である日本農薬株式会社（以下、日農）は、
1928 年に創業された日本初の農薬専業メーカーであり、農
薬をコア技術として、医薬品、動物用医薬品、生活環境改善
関連製品などの事業を、国内外に展開してきた。
　今後、新興国を主体にさらなる人口増加が予想されており、
それを支える食料増産に注目が集まっている中、日農も世界
の農業市場への参入を一層加速するべく、中長期的なグルー
プビジョン「Nichino Group - Growing Global　世界で戦
える優良企業へ」を定め、将来、世界でトップ 10 の事業規
模の研究開発型企業となることを目標としている。この取り
組みの中軸にあったのが直販会社を運営する米国に続く、イ
ンドとブラジルへの進出であった。

世界一の農薬市場

　ブラジルは世界一の農薬市場であり、2014 年には
US$12.25 bil まで達し、天候や病害虫の発生状況により
15 年 US$9.6 bil、16 年 US$9.5 bil と若干停滞したが、
大豆を筆頭とする、サトウキビ、棉・トウモロコシといった
国際商品を中心に今後の更なる拡大が期待されている。
　この世界一の市場で直販体制を構築するべく可能性を模索
してきた結果、日農は 2014 年 9 月に販売・製造の拠点と
して、欧州・豪州で販売パートナーであった Sipcam 社（本
社イタリア）のブラジル子会社 Sipcam Agro 社へ 50% 出
資を行い、社名を Sipcam Nichino Brasil( 以下 SNB）へ
と改め、また開発・登録・マーケティング機能を一元化し日
農のブラジル事業統治の中枢とするべく 100% 子会社であ
る Nichino do Brasil Agroquímicos ( 以下 NBA) を同年 7
月に設立した。

ブラジル進出と様々な外的要因

　Sipcam 社が 35 年に亘ってブラジル市場で蓄積してきた
市場ノウハウやブランド力、また販売普及力の土台に日農の

研究開発力が加わり、強力な相乗効果がもたらされることを
見込んでの投資ではあったが、諸々の外的要因により出資か
らしばらくは我慢の時期が続いた。
　まず一つ目の要因として、予想されていた事ではあったが、
農薬登録制度の煩雑さもあり日農品目の導入が促進できな
かったことだ。通常、同一製品の新規ブランド取得には 2 ～
3 年、新規製品の開発・登録に至っては 5 ～ 7 年の期間を要
する。そのため、登録の受け皿となる NBA 設立後直ちに新
規製品の開発に着手すると共に、既存の日農製品を扱う提携
先に対して SNB への業界売り（並行販売）の交渉を進めて
きた。
　二つ目に、15 年の市場環境の悪化が挙げられる。米国の
穀物収穫好調を受けて穀物相場は悪化、原油価格に引きずら
れエタノール価格（サトウキビ分野）の低迷や、干害による
作付の遅れ等により農家の投資意欲は著しく低下した。その
結果、市場での販売競争が激化しマルチ農薬大手は流通への
販売を加速、SNB を含む利益性の低いジェネリックを主体
とする会社の販売を圧迫する結果となった。
　また、三つ目は混迷する政治・経済低迷である。仕入れの
大半は海外からの輸入であるにも拘らず、上記市場競争の激
化により、資本参加直後の 14 年から 15 年にかけて続いた
急激なレアル安を販売価格に転嫁できず利益率が悪化、また、
農薬商売は基本的に収穫後払いでの回収となることから顧客
へのファイナンスが非常に重要な要素を占めてくるのだが、
政策金利の上昇により資金繰りが圧迫される結果となった。

企業体質の強化・改善

　上記状況の中、SNB の業績停滞を受け、不採算品目の整理、
経費節減、販売制限といった自助努力を行うと共に、増資に
よる株主からの支援策を受け企業体質の強化、改善を進めて
きた。その結果、日農の提携先からの並行販売を開始した品
目が大きく利益貢献したこともあり 16 年度には前年実績を
大きく上回る結果を残すことができた。
　17年2月には日農、SNB 間で初となる直接供給品目を上市
し、これまでジェネリックを主体としてきたSNBの販売員も
オリジナル品目の拡充によりモチベーションを高めている。
　現在、市場は流通在庫の整理が一息ついて正常化に向かっ
ており、天候にも恵まれ作付は順調に進んでいることから、
今年は市場が好転すると見込まれている。
　今後も SNB に対し NBA を通した日農品目の導入を促進
し、将来的には US$20bil まで成長すると言われる世界一の

農薬市場でまずは 2% シェア獲得を目標
に更なる発展を目指している。

　「移り来て幾星霜」―――。
　ブラジルの日系社会は今年で笠戸丸移民から 109 周年
の移民記念日を 6 月 18 日に迎える。これはあくまでも通
過点であり、当面の目標は、来年の移民 110 周年に焦点
を当てている。110 周年という節目の年に皇族をお招きし、
移民祭式典を行いたいとサンパウロ総領事館にも申し入れ
を行っている。
　移民 110 周年記念式典は、ブラジル日本文化福祉協会
が主体となり、移民 110 周年祭実行委員会を立ち上げて
準備を進めることを昨年決めたのだが、人選が遅々として
進まず、今年 1 月になって実行委員会委員長が前サンパウ
ロ日伯援護協会会長の菊地義治氏に決まった。菊池氏を頂

点とした実行委員会はそ
の下に小委員会を作り、
その陣容もほぼ固まり、
毎週会議を開いてはいる
ものの 3 月末の時点で具
体案が出揃っていない。
　 来 年 1 年 間 を 移 民
110 周年記念事業とし
て展開していくのだが、

式典をはじめ各小委員会がどのような事業を行うのか、全
く見えない状態が続いている。文協は、小委員会の事業内
容が固まった時点で公表し、日系社会が一丸となって移民
110 周年記念事業に取り組むとしているものの五里霧中の
状態で、「文協は何をしているのか」と各方面から批判が出
始めている。
　具体案が定まらない理由は、ブラジルが未曾有の経済不
況に陥っており、資金調達が難しいことがあげられる。文
協は現在、文協会館の地下に建設を進めている文化スペー
ス造成に 55 万レアル（約 2000 万円）の資金不足をきた
しており、移民 110 周年事業に拠出する資金目途はたっ
ていない。この状態では実行委員会も身動きが取れない。
経済状況が好転の兆しが見えない中で果たして寄付金が集
められるのか、疑問符が付き、小委員会が事業を立ち上げ
ても「絵に描いた餅」に過ぎないのだ。

華々しいイベントより日系人育成が主眼
　だが、文協はじめ日系社会のリーダーたちは華々しいイ
ベントを打ち上げるのではなく、この移民110周年をテコに

して若い日系人たちを育てることを第一目標にしているこ
とが特筆できる。本来であれば、2008 年の移民100周年が
世代交代の機会だったのだが、うまく機能しなかった。若
い有能な日系人を巻き込むことができず、この 9 年間、日
系社会は求心力を失い、惰性で無為に時間を費やしてきた。
　その一方で、2014 年に来伯した安倍晋三首相が日系人
の存在を見直し、外務省や JICA などは若い日系人の人的
交流に力を注ぎはじめ、発掘に乗り出した。ブラジルと日
本のパイプを太くするためには、こうした日系人が日本に
興味を抱き、両国の懸け橋としての役割を担ってもらおう
というのだ。
　菊地委員長をはじめ同委員会に協力している１世たちは、

「我々がしゃしゃり出るのではなく、若い人たちをサポート
し、日本との交流の方法を教えていくことを主眼としてい
る」と考え方は一致している。今後、菊地氏をはじめかか
わっている 1 世は様々な形で訪日し、日本の各方面の協力
を得ることを考えており、その時に若い日系人を同行させ
て、日本の人達との交渉術や人脈を広げさせるような工夫
を考えている。すでに、ブラジル在住の１世は高齢化し、
第一線から退いている。それでも、日系社会の今後の発展
を希求し、最後のご奉公が移民 110 周年と位置付けている。
　190 万人と言われる日系社会も拡散していくことは否
めない。文協はじめ既存の日系団体は硬直化し、求心力を
失っているのだ。このため、若い日系人は団体活動に加わ
ろうとはせず、新たな勉強会を作ったり、団体を立ち上げ
ようとする動きがサンパウロだけでなく各地で出始めてい
る。既成概念にとらわれない創造力を持ち、機動力も兼ね
備えている若い人たちのエネルギーを文協はじめ既存の日
系団体が移民 110 周年を通して吸収することができれば、
組織の活性化につながるだけでなく、両国の関係深化に大
きな役割を果たすことは間違いない。サンパウロだけでな
く、地方の日系団体を引き込むことも重点目標となってい
る。いずれにせよ、移民 110 周年が最後のチャンスなのだ。
　来年は「明治 150 周年」でもある。明治元年にハワイ
に移住した日本人が、日本の近代移住の始まりだった。そ
れから遅れること 40 年、ブラジルへの移住が始まり、世
界最大の日系社会を作り上げた。ブラジルと日本を繋ぐ若
い日系人の台頭が新しい両国関係を築くことは間違いな
い。移民を送り出した日本政府や日本の人達の様々な形で
の協力をぜひお願いしたいと願っている。

移民110周年に全力注ぐ日系社会
具体策は五里霧中だが…

鈴木雅夫
（サンパウロ新聞社編集局長）

連載・ブラジル現地報告BRAS
IL
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新井章夫
（日農ブラジル ( 有 )

代表取締役社長）

NBA オフィスの様子
ミナスジェライス州 SNB ウベラバ本社工場

毎年サンパウロで開かれる「日本祭り」には
日系人学生を中心に 1000 人以上のボラン
ティアが協力している。
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ビジネス法務の肝

連載

ブラジルの
知的財産制度の概要

ブラジル個人所得税の
留意点（その１）

　日本のビジネス社会において、ブラジルでは知的財
産は重要視されていないと思われている。世界知的所
有権機関（WIPO）のデータによると、ブラジルにおい
て知的財産の登録に関する申請・出願は多い。特許に
ついても、実用新案についても、世界中のトップ 10 に
入り、商標についてはトップ 15 に入っている。そして、
技術が極めて大事なマーケットについてもグローバル
市場として注目を集めている。たとえばブラジルの製
薬業界の売り上げは世界第 6 位である。また、ブラジ
ルのインターネット人口は約 1 億 3900 万人であり、
中国、インドおよび米国に次いで世界第 4 位である。
　ブラジルにおける知的財産の環境はますます改善し
ている。ブラジルでは PT（労働者党）政権が 2002 年
に始まってから、政府が輸入代替工業化政策を目指し
たため、少なからず反特許的な雰囲気があった。一方、
現在のミシェル・テーメル大統領は、2016 年 8 月 31
日に就任してから、自由貿易をはじめ知的財産に関す
る環境を急速に改善させている。テーメル政権はブラ
ジル特許庁（INPI）の公務員を増やし、ブラジル特許
庁（INPI）と日本特許庁（JPO) の間に特許の権利化を
早めるプログラムをスタートさせ、その他の活動も続々
と行っている。

産業財産に関する法律
　ブラジルの知的財産の保護は主として、1996 年
の 法 律 第 9.279 号 で あ る 産 業 財 産 法（Lei da 
Propriedade Industrial、「LPI」）により定められる。
この産業財産法（LPI）は、特許、実用新案、工業意匠、
商標、地理的出所の表示、不正競争、技術移転等につい
ての包括的な法律で、1971 年の産業財産法典（Codigo 
da Propriedade Industrial）に代わり、1997年5 月
15 日に完全に施行された。ブラジルの世界貿易機関

（WTO）加盟（1995 年 1 月 1 日）により、知的所有
権の貿易側面に関する協定（TRIPS 協定）の履行義務
が発生したことを受けて、先進国水準での知的財産権
の保護を実現するために新たに施行されたものである。
ブラジルにおける知的財産に関する法律は，以下のと
おりである。

憲法: （第5条、XXIX - 産業財産権の保護、第5条、XXVIII - 著作権、
第 170 条 III- 財産の社会的機能、 第 170 条、 IV- 自由競争）
法律 9279/1996 ( 産業財産法 )
法律 9609/1998 ( ソフトウエア保護法 ) 
法律 9610/1998 ( 著作権法 ) 
法律 8934/1994および法令1.800/1996
　　 ( 会社設立に関する法 )
法律 9.456/1997 および法令 2.366/1997 ( 種苗法 )
法律 11484/2007 ( 半導体集積回路保護法 )

　多くの知的財産に関する登録の管理をする行政機関
はブラジル特許庁（INPI）である。開発商工省（MDIC）
傘下の連邦機関として 1970 年ブラジル連邦法第
5,648 号に基づき創設された。この法律により、INPI
には、ブラジルにおいて、その社会的、経済的、法律
的および技術的役割に鑑み、また産業財産権に関する
協定、条約および合意の署名、批准、破棄の利便性に
関する意見を発することを目的として、産業財産権を
統治する規則を適用する責任が付与された。ブラジル
特許庁（INPI）は、特許、実用新案、意匠、商標、ソ
フトウエア、地理的表示およびライセンス契約の登録
を管理している。

ブラジルで登録可能な産業財産権
　ブラジルでの保護は世界中と同様のレベルである。
特許および実用新案制度については、不登録事由に該
当する場合を除き，世界中において基礎となる要件で
ある新規性，進歩性及び産業上の利用可能性を満たす
発明は，特許および実用新案を受けることができる。
発明特許の存続期間は、申請・出願から数えて 20 年間
有効である一方、実用新案は 15 年間有効である。た
だし、権利化のための時間が長ければ、最低限として、
存続期間は付与日から数えて、発明特許は 10 年、実用
新案は 7 年となる。
　意匠については、ある物品の装飾的な 3 次元的形態
又はある製品に応用される線と色彩の装飾的結合（2 次
元）で，その外形に新規かつ独創的な視覚的成果をも
たらし，工業製品のひな形となり得るもの，と規定さ
れる。意匠については無審査主義が導入されているた
め、比較的早く、通常は半年で権利を取得できる。意
匠登録は、申請・出願の日から数えて 10 年間有効であ
り、所定の手数料を支払うと、1 回 5 年、最高 3 回ま
で延長することができる（最長 25 年間）。
　商標については、文字商法、ロゴ、サービスマーク、
証明標章、団体標章、地理的表示など、文字、図形、
それらの混合、あるいは立体的なものなど視覚的に認
識できるものであって、識別性を有するものは、法律
で禁止されていないものに限り商標登録を受けること
ができる。商標は、登録証明書の発効日から数えて 10
年間保護され、10 年ごとに更新が可能。更新を延長し
ない場合、登録は消滅する。
　ブラジルでは政治経済環境の変革と共に、知的財産
に関する環境も良くなっている。従って、ブラジルで
の知的財産について関心を持つには相応しいタイミン
グといえる。

都築慎一
（ブラジル公認会計士、
トーマツアドバイザー、
フジアルテなどの顧問、

著書に " ブラジルの税制体系 " 
" ブラジルの税を知る "）

　これから６回にわたり、ブラジルの税金に関するいくつか
のトピックス、所得税の基礎知識やブラジルの税体系、法人
に関係することまで種々異なる内容を取り上げていく。第１
回から３回までは、仕事のため日本からブラジルに住居を移
転する人が知っておきたい「ブラジル所得税」の注意点につ
いて解説する。（尚、意見に関する部分は、筆者の個人的見解である）

基本的な考え方

　ブラジルでの雇用契約に基づき労働査証を取得しブラジ

ルで仕事をする人、及び現地法人の役員などの仕事に就く

ために、永住査証を取得して渡航する人は、入国した日か

ら、ブラジル居住者とみなされ、それ以降ブラジルで得た

収入だけでなく、全世界における収入がブラジルで課税さ

れる。一方、日本の居住者、非居住者の判定基準は、海

外滞在予定が 1 年以上となるかどうかを基準にしている。

海外赴任の予定を税務署に届けると、出国日から非居住者

となり、日本で所得があっても日本の課税は行われない。

短期出張滞在者の課税免除

　技術指導などで、ブラジルに一時的に滞在する人は、非

居住者と呼ばれる。日本とブラジルには、課税権を規定し

た租税条約があるが、非居住者は、次の条件をすべて満た

す時、ブラジルでの課税が免除される。

1. 入国後１年間の滞在日数が合計 183日を超えない

2. 給与や賃金がブラジルの法人などから払われなく、

3. 駐在員事務所などに負担させない

　過去 12 か月間に合計 183 日の滞在を超えた場合は、

本人が直接ブラジルの法人から報酬を受け取っていなくて

も、その人に支払われる日本での給与、賃金などでブラジ

ル勤務に対応する分はブラジルで課税されることになる。

従って一回の滞在が６か月未満であっても、入国出国を繰

り返した結果、過去 12 か月間の合計滞在日数が 183 日

を超えてしまったりすると、法律上は 184 日目から居住

者とみなされ、ブラジルで所得税を払い、確定申告も必要

となる。ただ、ブラジル法人から報酬を受け取っていない

場合は、183 日以上の滞在であっても、現実問題として

連邦国税局が居住者か非居住者かを把握するのは難しいと

思われるが、納税者は法律の規定を承知しておくことが大

切である。（注＝３の駐在員事務所は認可事項で政府の認可はほとんどさ

れない）

日本でも給与を受け取っている場合

　ブラジルに赴任し、現地の勤務先から、給与や役員報酬

などを受け取る以外に、日本でも給与の一部を本社が負担

するような場合、原則、勤務先の法人が給与はすべて負担

すべきとの考えから、日本での給与は出向元からブラジル

出向先などへの寄付金とみなされ、日本で税務上、課税さ

れることがある。ただ、海外出向先の給与との給与格差の

補てん目的のような場合は損金（税務上の費用）として認

められ、たとえば海外派遣者の１）留守宅手当のような比

較的少額の金額、２）出向先が業績不振で賞与が払えない

ので出向元が負担するなどであれば問題ないようである。

最近では、出向元法人が負担した給与を、本来海外出向先

法人で負担されるべき給与の一時立替金と考え、後で出向

先に請求する方針を採用する会社も多くなった。ところが、

出向先がブラジルの法人の場合は、ブラジル為替管理規則

で、“給与の立替金返済”の名目でブラジルから送金する

ことができないので、注意が必要である。

日本法人から受け取る役員報酬

　日本の税法により、海外に転勤した役員は非居住者で

あっても、役員報酬支払い時に 20％の源泉徴収が行われ

る。日本での役員報酬は海外所得として、受け取った人の

課税所得に合算されブラジルで課税される。しかし二重課

税となるため、日本で支払った源泉徴収額は、ブラジル所

得税から減額できることになっている。

連 載 ★ 税 務 の 勘 ど こ ろ

ホベルト ·
カラペト

（Licks Attorneys. 
ブラジル弁護士）
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　ラテン系の国々に 16 年弱駐在したが、その間どうすれ
ば人脈が広がるかにつき真剣に考えた。私が所属したジェ
トロは、商品を売買するのではなく、情報やサービスを提
供する組織なので、机に座っているだけだと全く仕事にな
らない。相手側からのアプローチもまずない。JICA（国
際協力機構）や JBIC（国際協力銀行）などは、組織の性
格から、座っていても相手側からアプローチしてくる。ジェ
トロは、宿命的にこちらからアクションを取らねばならな
い。そのため、色々試行錯誤した結果、外国の要人と仲良
くなる最も効果的な方法は、食事を伴にすることであると
いう結論に達した。一度でも一緒に食事をすれば、意思の
疎通が容易になり、仲良くなる。このことは、日本人のみ
ならず、外国人に対しても当てはまる。とりわけ、ブラジ
ル人やラテン系の人々には、有効である。
　70 年代の初めに、ジェトロで担当した仕事は、外国の
政府やジャーナリストの有力者を日本に招待し、アテンド
することであった。２週間くらいの期間で、日本各地を旅
行し、日本の要人との面談をアレンジし、日本に関する理
解や認識を深めてもらうのが目的である。朝から晩まで随
行するので、最初は大いに苦労したが、徐々に外国の要人
との食事も苦痛でなくなってきた。彼らの日本に対する関
心事も概ね理解できるようになった。
　最初の駐在地のメキシコでは、１カ月に８回、メキシコ
人と食事をすることをノルマとした。私の仕事の内容は、
PR と展示であったが、６名の末端所員であったため、自
由度が少なく、ノルマの達成は容易でなかった。外部のメ
キシコ人であれば、誰でも良いわけではなく、仕事に関係
するような人物が対象である。見知らぬ人に、突然食事を
誘うわけにはいかない。何故なら、食事のアポイントを取
るには、１度か２度面談し、ある程度親しくなって初めて
食事の招待が可能となるからである。メキシコでは一生懸
命努力したが、結果的には、８回に少し届かず、ノルマを
達成できなかった。
　次の赴任地は、チリのサンティアゴであった。サンティ
アゴ事務所は、駐在員１人事務所であったので、目標を高
め、月に 12 回とした。前回の不達成を反省して、達成で
きるメカニズムを考えた。前任者がロータリークラブに
入っていたので、私もロータリークラブに入会することに
した。なぜなら、毎週水曜日にランチの例会があり、毎回、

異なるロータリアンと食事を伴にすることが出来るからで
ある。レストランに招待したり、招待されたり、家に呼ん
だり呼ばれたりし、積極的に食事のアポイントをとった結
果、目標を悠々達成することができた。食事の効用がわかっ
たのは、この時期であった。例えば、政府の要人に最初に
アポイントを申し込むと、要請レターや略歴書の提出を求
められることがある。ところが一度でも食事すると電話一
本でアポイントがとれるようになり、種々の情報も入手で
きる。ミラノとサンパウロの駐在時代には、コレステロー
ル過多のため、特に食事のノルマは設定しなかったが、極
力食事によって人脈を開拓するようにした。ミラノでもサ
ンパウロでも、ロータリークラブにも入会した。とりわけ、
サンパウロのロータリークラブは、入会金が無く、月例会
費も昼食代＋αくらいであった。メンバーは 40 人くらい
であったが、みんな気さくで、ビジネスマン、医者、弁護
士、コンサルタントなどがいた。楽しく会話をしながら、
外国人と食事を伴にすることは、一見容易なことと思われ
るが、なかなか難しい。面談のアポイントの場合、与えら
れた時間は、30 分とか１時間で、特定のテーマについて、
一方的に質問したり、意見交換するので、話題が他の分野
に及ぶ可能性は少ない。しかし、食事となると、ブラジル
等ラテンの国では、まさにセレモニーなので、日本のよう
にクイックランチとはいかない。短くて１時間、長い場合
は、２～３時間に及ぶ。理論上、２人だと２分の１、４人
だと４分の１が自分の話し得る時間である。話題は仕事の
みならず、家族、趣味、文化、芸術、音楽、人生観、政治、
経済、経営等広範囲に及ぶことになる。日本のことだけで
なく、駐在国のブラジルや中南米、世界にも話題が飛ぶ。
最初はなかなかうまく行かない。しかし、過去の種々の経
験が役立ってくる。ラテン諸国には、映画大好き人間が多
いので、映画話は結構盛り上がる。常にフットワーク軽く
あちこちに出かけ話題収集に余念の無いようにする、常に
リベラルアーツ力を高める努力を怠らないようにすること
が必要だ。話題が途切れないように、常に質問事項を用意
しておくことも忘れてはならない。食事は、お互いに相手
の性格、教養や力量を判断する場となる。継続して付き合
う必要がないと判断されれば、次に食事を誘っても受けて
くれない。要するに、食事は、チャレンジングな戦争のよ
うなものである。

食事の勧め
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　初めてリオデジャネイロに降り立ったのが、1984 年。
ひと目で魅せられた景色は、他のどの観光名所でもな
く、なぜか闇夜にほの白く浮かぶラパの水道橋だった。
歴史的に新種のサンバを育み、伝説のマランドロに象
徴されるアウトローたちを引き寄せた不夜城のシンボ
ル、アルコ・ダ・ラパ（1750 年完成）。1920 ～ 30 年
代に「熱帯のモンマルトル」とも称された歓楽街を擁
する一角だ。だが 80 年代、夜のラパ界隈は、赤信号で
の停車禁物が暗黙のルールとされるほど、危険なエリ
アだった。
　酔狂な旅人を誘惑してやまないラパ地区の様相が一
変したのは、90 年代末のこと。週末ごと、水道橋アー
チ奥の音楽実験の場に「ラピアーノ」と呼ばれるヒッ
プな若者らが集まっては、大きな話題となっていた。
これを好機とリオ州政府が目をつけ、「ラパ文化地区プ
ロジェクト」が始動。まず広場に煌々と明かりを灯し、
水道橋袂の通りの再建に着手していったのだ。
　2000 年に訪れた折、その変貌ぶりに目を瞠った。
マージナルな匂いがぷんぷん漂っていた猥雑なエリア
が、すっかり健全な繁華街と化していたからだ。老舗

酒場や新規ライヴハウスは人でごった返し、路上演奏
まで聞こえてきて、かつてのイパネマの賑わいもかく
やという盛況ぶり。ラパ発ムーヴメントから、新進歌
手や人気グループが登場。彼らのレパートリーに共通
するのは、過去の多様な文化への再認識を促す明確な
意図だ。ゆえに、日本のブラジル音楽ファンが耳にして、
妙に懐かしい選曲だったりする。
　2014 年に来日、初の全国ツアーを行ったスルル・ナ・
ホーダも、ラパの再興と歩調を合わせて成功をつかん
だグループだ。メンバーは口を揃え、「我々の本拠地ラ
パは、リオ最大の文化拠点。あらゆる種族が交錯する
出会いの場、リオのブロードウェイだ！」と、誇らし
げに宣言していた。
　ボヘミアンの溜り場の原形を留め、サンバ関係者が
ショーのはねた後に集う酒場もある。古めかしい店内
で、生ビール小グラス一杯ごとに付いてくるコースター
を積み上げつつ（精算用システム！）、飽くことなくサ
ンバがらみのバカ話に興じるのが、珠玉の楽しみ……
とは、ただの酔っ払い人生に過ぎるか。

リオ、ラパの誘惑
ジャーナリストの旅路

佐藤由美
（音楽ライター、元『ラティーナ』編集長）

両国の風を感じて… グレンダ明美
（ベレン市出身）

　幼い頃の記憶は生涯つきまとって離れないらしい。来日し
て数十年が経つというのに今も故郷の景色が目に浮かぶ。母
なるアマゾン川の豊かな自然景観に思わず「懐かしいなぁ」
と心の中で呟いてしまう。
　９歳で父の国にやって来た。母はパラー州出身。幼少期を
過ごしたアマゾン川下流域は、いくつもの河川が交差し、珍
しい動植物が群生する美しくて魅力的な土地だ。独特の文化
が花開き、豊かな民族性を持つ。住民はおおらかで、人懐っ
こい。
　ブラジルは可能性の宝庫だと思う。日本の 23 倍に当たる
約 852 万平方㎢の広大な国土に約２億８000 万人が住む。
北部のアマゾン川流域を除き、国土の大部分は高原で、気候
は温暖。ゴムやコーヒー、大豆、綿花などの農産物を産出し、
製鉄、化学、機械工業も盛んで、鉄鉱石などの地下資源も豊
富である。現在では農林水産業や製造業のほか、各種サービ
ス業も発展し、ブラジル経済を支えている。
　反面、アマゾン川流域の森林地帯が農地に転用され、環境
破壊が進み、都市部の人口増加に拍車がかかっている。北東

部は南東部と比べて貧しく、経済格差が大きくなりつつある。
北東部も少しずつ経済成長の恩恵を受けるようになってきた
が、文化的な生活水準のバロメーターと言われる上下水道の
給排水設備の遅れが目立つ。
　道路、電気、ガス、鉄道の社会基盤も脆弱だ。衛生的で文
化的な生活水準の達成と自然環境破壊の速度は、後者のほう
が速いのではないかと危惧している。
　日本は世界に冠たる技術先進国だ。しかも国民性は繊細で、
親切で、公徳心に長けている。日伯二つの国で生活してきた
私にとっては学ぶべき点が多い。最近、東南アジア諸国を訪
ねるたびに日系企業の積極的な進出ぶりやインフラ投資に瞠
目し、ブラジルの発展にはこの二つが必要不可欠だと痛感す
るようになった。
　かつて移民を受け入れてくれたブラジルに日本政府はイン
フラ整備や環境保護面での投資に関心を持っている。地政学
的に見ればブラジルは遠い国だが、両国には１世紀を超える
友好の歴史がある。日伯で生きてきた証として、いつか、遠
い国から近い国に変える架け橋になりたいと夢見ている。

桜井悌司
（日本ブラジル中央協会常務理事、

ジェトロ元監事）
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　第二次大戦が日系社会を分断し、日系人同士の錯綜
した対立を引き起こしたが、そのトラウマが癒えるま
でには長い時間を要した。それは、政治的社会的背景
がそれぞれ異なる米国でもブラジルでも日系社会を激
震させた歴史的事実である。
　端的な例をあげれば、1942 年、カリフォルニア州
北部のツールレイク収容所には米国への忠誠を拒否し
た日系人の多くが送り込まれたが、所内では親日強硬
派が米国忠誠派を角材で袋叩きにしていたという。第
二次大戦が生んだ在米日系人社会分断の傷跡は深く、
1980 年代になっても疼いていた。日系人強制収容は
人種差別に基づく憲法違反だった、と米国政府が正式
に謝罪したのは、半世紀近く経った 1988 年で、補償
金を払ったのが 1990 年のことであった。
　米国における最大の日系人団体 JACL( 日系アメリ
カ市民連盟 ) は 1929 年に設立され、　日系人の権利擁
護活動を続けてきたが、その基本的な立場は米国忠誠・
同化主義であり、英語で記述された日系人の歴史も
その立場から語られていた。従って、この「正史」で
は、欧州戦線における日系人部隊の勇猛果敢ぶりを宣
伝する一方、親日対米強硬派の存在は黙殺され、徴兵
拒否者は「裏切者」「臆病者」と断じられていた。その
JACL が、それまで無視していた徴兵拒否グループと
和解し、彼らに謝罪したのは 2002 年のことである。
　「二つの祖国」が戦争で直接対峙した米国の日系人の
場合と単純に比較すべきではないだろうが、ブラジル
の日系社会の分断を象徴するのが、終戦直後のサンパ
ウロとパラナにおける「勝ち組」「負け組」抗争であっ
た。「勝ち組（信念派）」と敗戦を悟った「負け組（認
識派）」とのあいだの抗争の結果、百数十名の死傷者数
を出したが、長い間、「勝ち組」＝「臣道連盟」＝「狂

信的テロリスト」に全面的に非があ
る、と語られてきた。
　これは戦後の日系社会をリードし
た「負け組」インテリ層が、ブラ
ジル忠誠・同化主義の立場から『日
本移民 70 年史』や『80 年史』と
いった正史を編纂・記述してきた
からであり、「勝ち組」の人たち
は、新興宗教（生長の家など）
の布教に転進するか、沈黙する
か、の選択肢しかなかった。

　こうした「負け組」史観をアカデミズム（社会人類学）
の立場から再検証し、「勝ち組」運動を客観的に見直す
ようになるのは、1980年代になってからに過ぎない。（二
例を挙げれば、「勝ち組」をブラックナショナリズムの
先駆的運動に相似した千年王国運動と解釈した前山隆教
授、と、バストスの事例研究を通じ、revitalization 理
論を応用して共同体復興運動と論じた三田千代子教授、
だ。）
　こうした「勝ち組」に関する、宿痾のような日系社
会のトラウマを揺さぶり、“パンドラの箱”を開けたの
は、作家フェルナンド・モラエスの話題作”Corações 
Sujos(汚れた心)“（2000年）であった。同書は、ノンフィ
クション作品であるが、「勝ち組」＝「臣道連盟」＝「狂
信的テロリスト」という通説を活劇タッチで描いたため、
ベストセラーとなってブラジル一般社会にも日系社会に
も大きなインパクトを引き起こしたのだ。
　この著への反発から、「勝ち組」の子息にあたる二世層
からの反論著作がいくつも刊行されることで歴史の見直
しが日本語ばかりかポルトガル語でも進められることと
なり、さらには軍政時代の弾圧の実態を明らかにする「真
実究明委員会」において「勝ち組」問題が正式に取り上
げられ、日系社会の 8 割を占めた「勝ち組」への弾圧は
人種差別に基づいていた、と認定されることとなった。
　こうした時代の趨勢を冷静にフォローしてきたのが、

「負け組」のプロパガンダ新聞として 1947 年に創刊さ
れたパウリスタ新聞を引き継いだニッケイ新聞で編集長
として活躍する深沢氏だ。老齢化する関係者を精力的に
取材し、関連史料を熟読したうえで、この日系同士の抗
争の、いくつものファクトというコインの表だけでなく
裏も読み取り、そのうえで全体を見直す作業を行ってき
た。その成果が、この度刊行された本書である。
　政治学者ベネディクト・アンダーソンの名著『想像の
共同体』を読み込んだ深沢氏は、この中で論じられてい
る「遠隔地ナショナリズム」の具体例としての日本移民
をマクロ的に捉えた論文「ブラジル移民と遠隔地ナショ
ナリズム」を季刊誌『現代の理論』（2008 年）に発表し、
それ以降、足と頭を酷使しながら、「勝ち組」問題を追
究し続けたのだ。
　ブラジルの日系社会の裏にも表にも通暁している深沢
氏の結論は、「勝ち」も「負け」も同じ犠牲者だった、
というものだが、本書は、現代日本をも穿つ重みを持つ
労作である。

連載 文 化 評 論

深沢正雪著『「勝ち組」異聞』（無明舎出版）を読む
～遠隔地ナショナリズム論と「勝ち負け」抗争の今日的再考～

岸和田仁（『ブラジル特報』編集人）

18

最近のブラジル政治経済事情（外務省中南米局提供情報並びに現地メディア報道他より）

2016 年度の GDP( 国内総生産 )

　地理統計院（IBGE）は、3 月 7 日、2016 年第４四半
期（10 ～ 12 月）の GDP 実質成長率が、前期比▲ 0.9％、
前年同期比▲ 2.5％となった、と発表した。主なポイン
ト以下の通り。

（ １）2016 年 の GDP 実 質 成 長 率 は ▲ 3.6 ％ と な り、
2015 年の▲ 3.8％からわずかに改善した。内訳は，農業
は▲ 6.6％、工業は▲ 3.8％、サービス業は▲ 2.7％とい
ずれもマイナスを記録した。

（２）2016 年の名目 GDP は６兆 2,669 億レアル、１人
当たりの名目GDPは30,407レアルとなった。この結果、
１人当たりの実質 GDP は前年比▲ 4.4％のマイナスと
なった。

（３）需要面では、３年連続で総固定資本形成（▲
10.2％）が減少した。家計消費（▲ 4.2％）、政府消費

（▲ 0.6％）も引き続き悪化した。また、財・サービスの
輸出（1.9％）は増加した一方、財・サービスの輸入（▲
10.3％）は減少した。

（４）2016 年における投資の対 GDP 比率は 16.4％で、
2015 年の 18.1％を下回った。また、2016 年の貯蓄率
は 13.9％（2015 年は 14.4％）であった。

JA 全農のブラジル進出

　日本は世界 No.1 のトウモロコシ輸入国で、年平均
1,600 万トンを輸入しているが、世界最大の農協である
JA 全農はその約半数を取り扱う供給会社でもある、と
バロール・エコノミコ紙（3 月 2 日付）は大きく報道し
ている。全農は、年間 500 億ドルの取引を行っているが、
国際化が進んだのはここ数年の間で、中国、タイ、シン
ガポール、豪、独、伯（サンパウロ、2015 年）に事務
所を開設した。さらに、サンルイス市のマラニャン州穀
物ターミナル（テグラム）において、アマッジ社とルイ・
ドレフェス社のジョイントベンチャーに共同出資者とし
て参画し、更なる拡張計画を検討中である。

空港コンセッションの入札結果

　3 月 16 日付け、空港コンセッションの入札結果に関す
る、大統領府のホームページにおける公表内容の概要次
の通り。

（１）テメル大統領は、自身のツイッターにおいて、４空
港のコンセッションにおいては、政府が想定していたよ
りも約７億レアル多い額での落札となり、ブラジルが海
外からの信頼を取り戻した旨を発信している。

（２）入札規定上、落札額の支払いとともに、設備投資を

行うとされているため、民間企業が空港運営を行うこと
によって，雇用を生み出すとともに、空港サービスの改
善が図られることになる。

（３）政府は当初、４空港合計約 30 億レアルを最低落札
額としていたが、約 37 億レアルでの落札となった。落
札者は，フランスのヴァンシ社（サルバドール空港）、ド
イツのフラポート社（フォルタレーザ空港，ポルトアレ
グレ空港）、スイスのチューリッヒインターナショナルエ
アポート社（フロリアノポリス空港）となっている。

食肉検査汚職事件

　3 月 17 日、食肉業界に激震が走った。パラナ州連邦警
察による捜査の結果、複数の食肉加工業者が農務省検査
官に賄賂を渡したことで衛生基準を満たさない食肉が認
可され、ブラジル国内に流通したばかりか輸出品にも不
正認可品が含まれていることが発覚した。
　この食肉検査汚職の利益の一部が PMDB（ブラジル民
主運動党）及び PP（ブラジル進歩党）に流れている疑
いが濃いことから、これは単なる衛生基準違反問題を超
えて“第二のラバジャット事件”に発展する可能性が出
てきている。
　21 工場が捜査を受け、加工会社幹部や検査官・農務省
幹部など 37 名が拘束されたが、本件は、ブラジル産食
肉の国際的イメージを深く傷つけ、経済的にも政治的に
も重大な問題を引き起こしている。
　この問題が発覚した当初は、主要輸出産品である肉類
の輸出は激減し、今年度の肉類輸出予想額（150 億ドル）
の 10% 以上の減少となるだろう、とみられていたが、
農務省・外務省など関係者の迅速な対応もあって、中国
など主要輸入国は、全面輸入禁止措置は取らず、疑惑対
象業者製品のみの輸入停止という限定的措置で収まって
いる。このため、肉類輸出が激減するという最悪のシナ
リオは避けられる見通しだが、想定外のマイナスインパ
クトが出てくる可能性は残っている。

第一四半期（1～3月）貿易収支は新記録

　第一四半期の輸出総額 504.7 億ドル、輸入総額 360.4
億ドル、貿易黒字 144.2 億ドル（前年同期の 83.9 億ド
ルと比較すれば 72% 増）は新記録である。3 月の輸出総
額 200.8 億ドルの内訳は、一次産品 100 億ドル（前年同
月比 29.7% 増）、工業製品 96 億ドル（前年同月比 11% 増）
であり、一次産品の国際価格上昇の恩恵を受けたとはい
え、工業製品の輸出も回復基調にある、との見方もでて
きている。
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ブラジルはもうカネで動かないで
　中国マネーが猛威を振るっている。サッカーのブラジル代
表（ブラジルでは「セレソン」と言う）ＭＦオスカルが約 75
億円の移籍金で、英プレミアリーグのチェルシーから中国リー
グの「上海上港」に移籍した。その前にはこれもセレソン常
連のフッキが約 70 億円で同じチームに加入した。早速３月
末の ACL（アジア・チャンピオンズ・リーグ）に出場、２人
ともゴールをあげた。イタリア紙によると、オスカルの年俸

（給料）は週６千万円でアジア最高額。スペインリーグのクリ
スチアーノ・ロナウドやメッシを上回る水準だという。
　さらにブラジル人選手が続く。「江蘇蘇寧」のテイシェイラ
は移籍金約 60 億円、同チームのラミレスは約 40 億円の値
がついた。ACL ２回優勝の“強豪”「広州恒大」はすでにパ
ウリーニョを獲得している。世界のプロ選手が集まる欧州で
最大の話題は中国による選手の“爆獲り”だ。ブラジル人選
手はそれに食いついたのか、食いつかれたのか。中国リーグ
には外国人選手が 70 人以上いるが、そのうち最大の約 25
人がブラジル人だそうだ。かつて日本にも多くのブラジル人
選手が来たが、あれはカネよりも「神様ジーコ」に吸い寄せ
られた面が強く、中国の事例とは少し異なる。

　2017 年の ACL はブラジル人選手のおかげで相当ハイレ
ベルな戦いになる。しかし日本より低レベルの中国でプレー
する「セレソン軍団」は今後もブラジル代表でいられるのか
どうか。今のセレソンは 18 年ロシアＷ杯（ワールドカップ）
南米予選を早々とクリアし出場を決めたが、中国移籍組の技
能維持が課題になるかもしれない。
　ブラジルはペトロブラスを巡る汚職事件「ラバジャット」
で世界中から叩かれている。カネに汚い国をあぶり出す国際
ＮＰＯによると、世界の「腐敗（汚職）認識指数ランキング」
の上位国（汚職の少ない国）は１位デンマーク、２位フィン
ランドと続き、ドイツや英国もベスト 10 に入っている。中
南米ではウルグアイが 21 位、チリが 23 位で、ブラジルは
76 位、メキシコは 95 位。ラテン国は総じて腐敗が深刻だ（ち
なみに日本は 18 位）。とはいえ、スペイン代表のイニエスタ
は中国からのオファーに対して「どんなにカネを積まれても
行かない」と突っぱねた。
　「カネよりも名誉」――リオ五輪サッカーで金メダルを獲っ
たネイマールもあの時そう思ったはず。もうブラジルのカネ
の話は終わりにしたい。（Ｗ）＝移籍金額は推定
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◆◆◆◆◆◆ 新刊書紹介 ◆◆◆◆◆◆
『「勝ち組」異聞』（深沢正雪著）
ブラジル移民は 2018 年に 110 周年を
迎える。改めて日系移民史が注目され
ているが、終戦直後の日系社会を揺る
がした「勝ち負け」抗争の実態・背景
を再検証する試みは続けられてきた。

「勝ち組」を狂信者と断罪した「負け組」
新聞を引き継いだニッケイ新聞の編集
長が高齢化した関係者を取材し、史料
を読み直し、「勝ち組」は狂信者ではな
かったことを明らかにした本書は熟読
されるべき労作だ。詳細は、本誌「文
化評論」欄を参照。

（無明舎出版　2017 年 3 月 276 頁　1,800 円＋税）
　

『比較教育学研究』
（日本比較教育学会編）
比較教育学の研究対象におけるブラジ
ルといえば、これまでは教育哲学者パ

ウロ・フレイレに一極集中状態であっ
たが、最新の学会誌に掲載された論稿
は田村徳子「ブラジルにおける校長直
接選挙」だ。これは、ブラジルの公立
小中学校における、教職員・生徒・保
護者による校長直接選挙という制度の
背景・実態をパラナ州の事例を通じて
分析したもの。30 年以上も行われてき
た民主的選挙が校長という行政的専門
性を確保できているか、を問う。

（東信社　2017 年 2 月　232 頁　1,800 円＋税）

『貧困と連帯の人類学』（奥田若菜著）
著者あとがきによれば、「本書は、特定
地域における一方的贈与のあり方と、
貧困層の連帯の民族誌を提示したにす
ぎない」が、首都ブラジリアの貧困地
区の路上市場というフィールドに入り
込んだ若き人類学徒が実際に“売り子”
として実体験した記録であり、いわゆ
る連帯経済についての人類学的アプ
ローチである。格差社会ブラジリアと
いう事例からノルデスチ問題＝ブラジ
ルの縮図、をあぶり出した著者の手腕
は見事である。

（春風社　2017 年 2 月　353 頁　3,700 円＋税）

『砂糖の社会史』
（M・アロンソン他著、花田知恵訳）

原書のタイトルは「砂糖は世界を変え
た」。ニューギニア原産のサトウキビが
16 世紀以降、黒人奴隷制と共にブラジ
ル、カリブ諸島、米国南部に拡がり、
世界を変えていった経緯・背景を一般
読者向けに語った歴史書だ。黒人たち
は単なる犠牲者としてではなく、行為
者として見るべきであり、彼らこそ真
の世界市民だ、との著者の視点には異
論があるかもしれないが、「砂糖がなけ
れば、ブラジルもなかった」という歴
史もはっきりと記述している。

（原書房　2017 年 3 月　202 頁　2,500 円＋税）

『星野智幸コレクション IV フロウ』
（星野智幸著）
大卒後の二年間新聞記者として働いて
からメキシコに留学した星野智幸が、
専業作家に転じたのは、1997 年に愛知
県で起きた日系ブラジル人少年リンチ
殺人事件をモデルとした作品「目覚め
よと人魚は歌う」（2000 年）が三島由
紀夫賞を受賞したからだ。この作品集
第 4 巻には、孤独な晩年を送った日系
移民一世を描いた「砂の惑星」や、映
像作家岡村淳のビデオ作品にインパク
トを受けた「ノン・インポルタ」など
の中編・短編作品が収録されている。

（人文書院　2016 年 12 月　360 頁　2,400 円＋税）

！！「びっくり豆知識」！！
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C H U R R A S C A R I A

Tameike Sannou
溜池山王方面 青山一丁目方面

銀座線
丸の内線

Ginza Line
Marunouchi Line

Aoyama Ichome

Akasaka Mitsuke Station
赤坂見附駅

Akasaka Mitsuke
EXIT 10

5F

ITAMAE SUSHI

赤坂見附駅 10番出口

〒107-0052 東京都港区赤坂3-10-4 赤坂月世界ビル5階
Tokyo-to Minato-ku Akasaka 3-10-4 Akasaka Getsu Sekai Bldg. 5F

予約: 
www.brasilicagrill.com

赤坂見附駅
徒歩2分

赤坂駅
徒歩6分

永田町駅
徒歩6分

ブラジル バーベキュー食べ放題 
＋ ビュッフェ
¥5.400 (税抜き/tax not incl.)
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